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論　　文　　の　　要　　旨

＜目的＞

　加齢および多系統萎縮症における神経細胞の変性過程を明らかにする目的の1つとして，申枢神

経系における沈着物質の分布を調べた。

　1．老人斑とA1zheimer神経原線維変化はA1zheimer型痴果（A1zheimer病と老年痴果）の脳に

著しく大量かつ広範囲に認められ害これらの疾患に特徴的な病理学的変化である。また同時に，出

現量は少ないが60歳以降の非痴果老人の脳に増加してくる加齢性変化でもある。しかも、老人斑の

出現量は個体差が大きい。したがってう病的脳と正常老人脳との鑑別には老人斑と神経原線維変化

の定量的病理診断基準が必要となる。本研究ではラ非痴果老人においてラ老人斑および神経原線維

変化の出現量と脳内における分布を年代ごとに調べ。加齢との関係を明らかにした。

　2。多系統萎縮症の脳では稀突起膠細胞内に嗜銀性封入体が出現する。本研究ではラ種々の中枢

神経系疾患の脳におけるこの封入体の出現にっいてラ病理組織学的ヲ免疫組織学的ヨ電顕的検討を

行った。

〈材料と方法＞

　目的1についてヨ非痴果老人脳59例（60歳から106歳；平均年齢8五歳）を調べた。これらの脳の脳

回（25の領域）から作製した前頭断切片にHematoxy1in－Eosin染色、K胞ver－Barrera法。Bie1schow－

sky一平野変法を施した。

　目的2について，オリーブ橋小脳萎縮症（1例）吾線条体黒質系の変性を伴うオリーブ橋小脳萎縮
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症（2例）ヨ自律神経変性症（1例）の患者の脳から作製した切片を、上記の方法および種々の抗体

（neurofi1a鵬nt，α也bu1机β伽b泌弘ub1quit虹』叫g1ia1fibr迦aryacidicproteinに対する抗体）

を用いた免疫組織化学的方法により調べた。またラ嗜銀性封入体の電顕的観察を行った。対照群と

して言Ho1mes型小脳オリーブ萎縮症（2例），Joseph病（2例）冒筋萎縮性側索硬化症（3例）ヨ

Parkins㎝病（5例）ラA1zheimer病（5例）。進行性核上痢痒（3例）里脳血管障害（16例）、非痴

呆老人（59例）の脳についても上記の方法で調べた。

＜結果と考察＞

非痴果老人脳における老人斑と神経原線維変化について。

（1）神経原線維変化はヨ海馬田海馬傍回に隈局して、80歳代以降100％の頻度で出現する。出現数

は年齢と相関していた。

（2）老人斑の出現率は90歳代（67％）を上限に100歳代では減少し事その数は年齢と相関しなかっ

た。出現した老人斑の大部分は非びまん型とびまん型の両方であった。

（3）非びまん型は60歳代で側頭葉後部に出現しラ加齢とともに前頭葉と側頭葉優位に，全体に分

布していた。びまん型は前頭葉下面，側頭葉内側面で大量に出現した。

（4）老人斑の分布は非痴果老人ラ病的脳ともに類似の分布を示したが，その数は非痴果老人の脳

において少なかった。一方事神経原線維は非痴果老人の脳では限局性に分布しヨその数も少なく，

病的脳とは明らかに異なっていた。

　以上の結果から。老人斑は加齢によって出現するがヨその出現量は加齢とは平行しないことが明

らかとなった。これにたいして、神経原線維変化の出現量は加齢と平行した。

　稀突起膠細胞内の嗜銀性封入体について。

（1）稀突起膠細胞内の嗜銀一性封入体は、管状構造物と穎粒状構造物からなり官ubiquitin抗体に陽

性反応を示した。

（2）オリーブ橋小脳系雪線条体黒質系ヨ自律神経系の変性症では雪この封入体は神経細胞の脱落

部位だけでなく中枢神経系内に広く分布していた。

（3）Pure　progressive　aut㎝omic　fai1岨e（p岨e　PAF）の症例においてラこの封入体は，神経細胞

の脱落のないオリーブ橋小脳系ヨ線条体黒質系を含む広範な部位に出現した。

（4）この封入体はう対照群（非痴果老人ヨHo1mes型小脳オリーブ萎縮症，Joseph病等）の脳に

は認められなかった。

　従ってヨこの封入体は多系統萎縮症に特異的であってラ病理学的診断の基準の一つとなり得るこ

とが示された。また、本封入体がp岨e　PAFにみられたことからうこの疾患が多系統萎縮症に属す

疾患である可能性が示唆された。
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審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は60才代一100才代の非痴果老人の脳において老人斑と神経原線維変化の脳内分布および

出現量を各年代ごとに調ベヲ加齢との関係を明らかにしている。その結果ヨ神経原線維の出現量は

加齢と平行するがラ老人斑の出現量は年齢と比例しないことが示された。本研究は多数の剖検例の

脳において検討されており、A1zheimer型痴果の病理組織学的鑑別診断に有用な基礎データを提供

している。一方ヨ稀突起膠細胞内の嗜銀性封入体の出現についてヨ種々の中枢神経系の疾患の脳を

調べている。その結果ラこの封入体は多系統萎縮症に特異的に出現することが確定され言同疾患の

診断基準の1つと見なし得るこ・とが示された。さらに，P岨e　pmgress1ve舶t㎝omic　fai1岨eのあ

るものは多系統萎縮症に属することが本研究によって初めて示唆された。以上のことからヨ本研究

の成果は神経病理学的に有意義なものであると評価された。

　よって、著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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